
脳死下ρ臓移植者 移植時データまとめ
(a③¶③年6月 末現在 )

司.移植時の医学的緊急度

緊惣度 人数

Statusl 69

Statusu 1

※ Status2は心肺同時移植の方

21移植時緊急度 Statusl対象者の該当条件

社団法ス〃本臓器移植ネ外 ワーク 医療本部調べ

″ / /ゝ■/2

statusl条件 言亥当者(重複有)

(ア )補助人工 J務臓 52

(イ )IASP Z

(b)人工呼吸器 2

(工 )カテコランとIC∪/CC∪入室 31



<心臓 >
移植希望者数   169名

【血液型】

【
j性別】

【年代】

15歳未満   1    2

【原疾患】

【医学的緊急度】

【待機期

A 76

B 39

0 45

AB 9

計 169

拡張型心筋症 97

拡張相の肥大型心筋症 22

拘束型心筋症 2

虚血性心疾患 15

弁膜症 2

先天性心疾患 5

再移植

その他 25

計 169

男 121

女 48

計 169

0-9応発 1

10-19歳 6

20-29涛疑 37

30-39高撻 47

40-49歳 41

50-59方撻 33

60-69方詭 4

70方読― 0

計 169

Statusl 109

Status2 48

Status3 12

計 169

間】

1年未満 51

1年 以上2年未満 51

2年以上3年未満 21

3年以上4年未満 18

4年以上5年未満 6

5年以上 22

計 169

2θ /3/7/3



心臓移植希望者 (レシピエン ト)選択基準

1.適合条件

(1)ABO式 血液型

ABO式血液型の一致 (identical)及び適合 (compatible)の 待機者を候補者とす

る。

(2)体重 (サイズ)

体重差は-20%～ 30%であることが望ましい。

ただし、移植希望者 (レシピエント)が /Jヽ児である場合は、この限りではない。

(3)前感作抗体

リンパ球直接交差試験 (ダイレクト・クロスマッチテス ト)を実施 し、抗T細胞抗体

が陰性であることを確認する。

パネルテス トが陰性の場合、リンパ球直接交差試験 (ダイレクト・ク■スマッチテス

ト)は省略することができる。

(4)CMV抗 体

CMV抗体陰性の移植希望者 (レシピエント)に対しては、CMV抗体陰性の臓器提

供者 (ドナー)が望ましい6

(5)HLA型
当面、選択基準にしないが、必ず検査し、登録する。

(6)虚血許容時間

臓器提供者 (ドナー)の心臓を摘出してから4時間以内に血流再開することが望まし

い 。

2.優先1雌
適合条件に合致する移植希望者 (レシピエン ト)が複数存在する場合には、優先順位

は、以下の順に勘案して決定する。

(1)彩倣

臓器の移植に関する法律第 6条の 2の規定に基づき、親族に対し臓器を優先的に提供

する意思が表示されていた場合には、当該親族を優先する。



(2)医学的緊急度

定義 : Status l:次の (ア)から (工)までの状態のいずれかに該当すること。

(ア)補助人工心臓を必要とする状態

(イ )大動脈内バルーンパンピング (IABP)を必要とする状態

(ウ)人工呼吸を必要とする状態

(工)ICU、 CCU等の重症室に収容されtか/D、 カテコラミン等の強

心薬の持続的なソ像滴投与が必要な状態

*カテコラミン等の強心薬にはフォスフォデイエステラーゼ阻

害薬なども含まれる

Status 2:待機中の患者で、上記以外の状態

Status 3:Status l、 Status 2で待機中、除外条件 (感染症等)を有する

状態のため一時的に待機 リス トから削除された状態

原則 として Status lを優先する (後述する具体的選択法を参照)。 また、Status 3

への変更が登録された時′点で、選択対象から外れる。除外条件がなくなりt Status l又

は Status 2へ再登録された時点から、移植希望者 (レシピエント)と して選択対象と

なる。

(3)ABO式 血液型

一致を原則とするが、緊急′
l■_の高い Status lの移植希望者 (レシピエン ト)力ヽ なヽ

い場合や他に一致する移植希望者 (レ シピ平ン ト)がいない場合には、適合者に配分

する (後述する具体的選択法を参照)。

(4)待機期間

以上の条件が全て同一の移植希望者 (レシピエン ト)が複数存在する場合は、待機

期間の長い者を優先する。

OStatus lの移植希望者 (レシピエン ト)間では、待機期間は Status lの延べ日

数 とする。

OStatus 2の移植希望者 (レシピエン ト)間では、待機期間は登録 日からの延べ日

数とする。

3.具体的選択方法

(1)ネ ットワークがブロック化されていない場合

順 位 * 医学的緊急度 ABO式血液型

1 Status 1 一致

2 Status 1 適合

3 Status 2 一致

4 Status 2 適合



*同順位内に複数名の移植希望者 (レシピエント)が存在する場合には

待機期間の長い者を優先する。

(2)ネ ットワークが組織的にも機能的にもブロック化された場合

l日立* 距離 医学的緊急度 ABO式 血液型

1 ブロック内 Status 1 一致

2 ブロック内 Status 1 適合

3 ブロック内 Status 2 一致

4 他ブロック Status 1 一致

5 他ブロック Status 1 適合

6 ブロック内 Status 2 適合

7 他ブロック Status 2 一致

8 他ブロック Status 2 適合

*同順位内に複数名の移植希望者 (レシピエント)が存在する場合には

待機期間の長い者を優先する。

4。 その他

将来、Status lの移植希望者 (レシピエント)が増加すると、○型の臓器提供者 (ドナ

ー)からの臓器が順位 2の移植希望者 (レシピエント)に配分され、Status 2の 移植希望

者 (レシピェント)に配分されない事態が生じることが予想される。この場合はブロック

制の再考を含めて、選択基準の見直しをすることとする。



<心臓 >臓器提供者 (ドナー)適応基準

1.以下の疾患又は状態を伴わないこととする。

(1)全身性の活動性感染症

.(2)HIV抗 体、HTLV-1抗 体、HBs抗 原、HCV抗 体などが陽性

(3)ク ロイツフエル ト。ヤコブ病及びその疑い

(4)悪性月重瘍 (原発性脳腫瘍及び治癒 したと考えられるものを除く。)

2.以下の疾患又は状態を伴 う場合には、移植の適応を慎重に検討する。

(1)心疾患の既往

(2)心電図、心エコー図などによる心疾患の所見

(3)大量のカテコラミン斉」の使用

(例 :ドパミン 10μ g/kg/minに ても血行動態の維持が困難な場合)

3.年齢 :50歳以下が望ましい。

付記 上記の基準は適宜見直されること。




